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  巻頭言 

  出会いの不思議 

 

 

東京女子医科大学病院 中央放射線部 放射線治療室 

 福岡 美代子 

 

私は，パソコンに詳しかったわけでも，学生時代

からパソコンを持っていたわけでもありませんでした

が，沢山のご縁により医療情報の世界と出会わせて

いただきました． 

私が就職した 1996 年の頃の当院は，新人教育の

一環で 2 日間のメーカー研修がありました．私の学

年はフィルムメーカーK で研修を行っていただきまし

た．研修中の座学の 1 コマが DICOM に関してで

あったと記憶しています．職場に戻り，感想を聞かれ

「ディーコムという新しい何かがあるそうで，勉強にな

りました．（受け売りのまま）これからはディーコムらし

いですよ．」と自信満々に言ったところ，先輩が首を

傾げ考えた後に「資料を見せて，・・・これダイコムね．

略語だから，言い方間違えると恥ずかしいよ．」と言

われたのを今でも鮮明に覚えています．これが，私

が記憶している医療情報との初めての出会いでした．

学生時代の私は授業中に寝ずにノートをとることに

命を懸けておりましたが授業で DICOM に出会って

いたなら，思い出が都合よく修正されたことにしてお

いてください．（習っていたら，先生，すみません．）

その時は，DICOM という言葉をこんなにも発するよう

になるとは思いませんでした．正確に言えば

DICOM-RTと言っている割合が 6割以上だと思いま

すが・・・． 

DICOM-RT との出会いは，放射線治療にロー

テーションになった技師 4 年目の時でした．当院の

放射線治療は 1998 年から患者情報をデータベース

で管理していました．照射野やMUはもちろん，照射

方法，固定具，日々の照射線量も管理していました．

今でもこれらのデータは放射線治療RISの移行デー

タとして脈々と引き継がれています．その時の 1台の

リニアックは，手動でマルチリーフコリメータを動かす

ような年代物でした．それは独自の通信プロトコルを

使って管理していたのだと思いますが，当時はつな

がって当たり前と思っていましたので深く気にしたこ

とがありませんでした．無知とは怖いものです．それ

らを構築した先輩方がいるのですから，私は努力し

なくても教えてもらうだけで放射線治療の医療情報

がどのようなもので，何が必要なのかを学ぶことがで

きました．その時は医療情報という言葉も知りません

でしたから，放射線治療特有の業務の一つだと思っ

ていました．医療情報を意識したのは，2003 年の電

子カルテ運用に合わせて放射線治療 RIS を導入す

るときでした．放射線治療 RIS 立上げメンバーの一

人にしてもらい，そこから放射線治療にどっぷりとつ

かり，放射線治療の医療情報のみを知っている特殊

な人になっていきました．その頃は DICOM-RT は，

DICOM とは別の規格だと思っていましたし，放射線

治療を理解していれば他のことは気にしなくていい

と思っていました．自分では認識していませんでしが，

クローズした世界で生きていました． 

ひらけた医療情報と出会いは，IHEからでした．医

療情報分科会から放射線治療分科会に誰か

IHE-RO会議に参加して欲しいとの声がかかりました．

そこで，先輩が参加していたのですが私の好きそう

な分野だからと声をかけてくださり，IHE-RO の会議

に参加することになりました．今まで聞いたことな

かったプロファイルやフレームワークといった単語が
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行きかっている IHE の会議は，理解するのにかなり

時間がかかりました．また，放射線治療をしていると

「標準」という単語にはとても敏感です．「標準測定

法」というプロトコルがあり，全ての施設がそのプロト

コルに従い，吸収線量を値付けています．だから

IHE-RO で標準的プロファイルを考えるということが，

現在ある多施設の運用から標準的なプロファイルを

作成していくということにカルチャーショックを覚え理

解するのに時間をかかりました．その後，JJ1017 の

放射線治療領域を作成するための会議にも参加し

ました．これもまた放射線治療畑の私にとっては，詰

め込みたい情報と JJ1017 で表現しようとしている情

報の間には溝がありかなり悩みました．今でも，

JJ1017 の放射線治療部分を見ると胸がキュッとなり

ます．これらの会議がご縁で，医療情報分科会に

誘っていただきました．こんな特殊な私で良いのか

悩みましたが，思い切って飛び込んでみたらこんな

世界があるのだと感動しました．私は，今もまだまだ

知らないことだらけで毎回毎回刺激を受けていま

す． 

 

医療情報の分野に飛び込み，学会や講習会に参

加するたびに色々な方と出会い，医療情報の世界

が広がるのを楽しんでいます．これからもどんどん刺

激を受け世界を広げたいと思っていますので，よろ

しくお願いいたします． 
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伝言板 

第４６回 秋季学術大会（仙台） 
第３２回医療情報部会、医療情報関係セッションのご案内 

 

●一般演題   

医療情報(データ分析) 10 月 4 日(木)  9：40～10：10 第 8 会場(会議室 3) 

    座長 北海道科学大学 谷川 琢海 

   放射線医学総合研究所 横岡 由姫 

医療情報(システム構築) 10 月 4 日(木) 10：20～11：00 第 8 会場(会議室 3) 

    座長 豊橋市民病院 原瀬 正敏 

   盛岡赤十字病院 厚谷 祥一 

医療情報(調査研究) 10 月 4 日(木) 11：10～11：50 第 8 会場(会議室 3) 

    座長 福岡大学病院 上野登喜生 

   山形県立中央病院 荒木 隆博 

医療情報(システム検証) 10 月 4 日(木) 14：10～14：50 第 8 会場(会議室 3) 

    座長 東北大学病院 志村 浩孝 

   大曲厚生医療センター 小林林太郎 

テーマ演題(3D プリンタ) 10 月 4 日(木) 15：30～16：15 第 5 会場(桜 2) 

    座長 筑波大学 五月女康作 

    福井大学医学部附属病院 大谷友梨子 

テーマ演題(医療安全) 10 月 5 日(金)  8：50～ 9：50 第 5 会場(桜 2) 

  座長 国立がん研究センター中央病院 麻生 智彦 

    熊本大学医学部附属病院 栃原 秀一 

 

●実行委員会特別講演 2  10月 4日(木) 14:20～15:20 (第 1会場) 

   座長：東北大学病院 坂本  博 

 「東日本大震災における犠牲者の身元確認と ICT～歯科情報に基づく個人識別の実際と今後の課題～」 

   東北大学 大学院情報科学研究科 青木 孝文 

 

●実行委員会教育講演 2 【画像管理】  10月 5日(金) 8:50～9:50 (第 9会場) 

   座長：北海道科学大学 谷川 拓海 

 「診療以外の画像提供に困っていませんか ～IHE NetPDIの活用～」 浜松医科大学 木村 通男 

 

●教育講演 3 （放射線防護部会） 10月 5日（金） 8:50～9:50 (第 3会場) 

   司会：金沢大学 松原 孝祐 

 「診断参考レベル 次のステップへ CT撮影による被ばく線量評価システム WAZA ARIの活用と展開」 

    放射線医学総合研究所 古場 裕介 
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●実行委員会教育講演 1 【医療安全】  10月 5日(金) 9:50～10:50 (第 5会場) 

   座長：国立がん研究センター中央病院 麻生 智彦 

 「過去から学ぶ医療安全のあり方」  名古屋大学医学部附属病院 長尾 能雅 

 

●専門部会講座（医療情報部会：入門編 7）    10月 5日（金） 9:55～10:40 (第 9会場) 

   座長 大阪国際がんセンター 川眞田 実 

 「JJ1017」  国立循環器病研究センター 山本  剛 

 

●専門部会講座（医療情報部会：専門編 2）   10月 5日（金） 11:00～11:45 (第 9会場) 

   座長：東京女子医科大学病院 福岡美代子 

 「ネットワーク構築の方法」  北海道科学大学 谷川 琢海 

 

●標準化フォーラム  10月 5日(金) 13:40～14:40 (第 8会場) 

 「医療被ばくを評価するデータを電子的に収集する上での留意事項」 

   座長：千葉ろうさい病院 多田 浩章 

  ① 線量情報を収集するためのユースケースと問題点について 

   大阪国際がんセンター 川眞田 実 

  ② 解決策として 

－医療被ばくを評価するデータを電子的に記録するためのガイドライン Ver.1.0の解説－ 

   放射線医学総合研究所 横岡 由姫 

 

●第 32 回医療情報部会 10月 6日（土） 8:50～11:50 (第 2会場)  

  教育講演   司会 医療情報部会長 坂本  博 

  「大学病院における BCPの策定と改訂」 東北大学災害科学国際研究所 佐々木宏之 

 シンポジウム 

  「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」 

    座長：東北大学病院 志村 浩孝 

    大阪国際がんセンター 川眞田 実 

  ① BCPの基礎：IT BCPのフレームワーク みやぎ県南中核病院 坂野 隆明 

  ② 熊本地震の体験から BCP の必要性 熊本大学医学部附属病院 池田 龍二 

  ③ 大阪府北部地震の体験を通して感じた BCPの必要性  

   国立循環器病研究センター 平松 治彦 

  ④ BCP策定における勘所 豊橋市民病院 原瀬 正敏 
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第４６回秋季学術大会（仙台） 第 32 回医療情報部会 

教育講演 「大学病院における BCP の策定と改訂」 

東北大学災害科学国際研究所 

佐々木 宏之 

東北大学病院では東日本大震災後，救

命センター医師らを中心に「部署ごとのアク

ションプラン」を取りまとめたが，BCPとして

未完成の状態だった．平成28年3月に東北

大学本部BCPが策定され，病院を含む各

事業場に対してもBCP策定要請が出された． 

病院では平成28年11月に第1回BCP委

員会を開催，その後月１回のペースで会合

を重ねた．BCP策定にあたっては一般企業

向けのBCP策定成書や厚労省・東京都の

医療機関BCP策定ガイドラインを参考に以

下の行程を経た： 

①BCP委員会立ち上げ

②重要業務調査・目標復旧時間推定

③現況資源把握・経営資源調査

④重要業務の優先順位付け

⑤リスク分析・評価・対策

⑥リスク対策表策定・被害想定

⑦アクションプラン見直し・文書取りまとめ

⑧幹部会議を経てBCP初版策定

BCP委員は回毎に課題を付され部署内

で検討し回答，事務局が回答を集計し次回

委員会で報告した．初回委員会開催から1

年後の平成29年11月に病院BCP第1版が

完成した． 

BCPは年に一度改訂することとしており，

平成30年度は第1版で浮き彫りとなった脆

弱点の課題解決，BCP未策定部署の追加

策定，緊急施設・設備点検訓練，BCP読み

合わせ訓練などに取り組んでいる． 
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第４６回秋季学術大会（仙台） 第 32 回医療情報部会 

シンポジウム「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」 

BCP の基礎：IT BCP のフレームワーク 
 

みやぎ県南中核病院 

坂野 隆明 

 
災害や大規模な事故を経験するたびに，

医療（サービス）に対する社会的な期待や

依存度が大きくなっている．これら期待感に

対し医療機関の果たす役割や機能として

制度上に定め，一定水準の機能を持って

いる施設として災害拠点病院などが指定さ

れている．また，今日の医療を支える技術と

しての放射線領域（画像検査領域）は非常

に大きなものとなっており，画像情報をはじ

めとして医療情報は一つの医療施設のみ

ではなく，それを超えて情報共有され利用

されている． 

放射線部門では，PACS など情報システ

ムの導入が進み，業務を行う上で必要不可

欠なシステムとなっているが，何らかの障害

が発生しシステム停止となった場合には，

診療業務への影響が大きいため，運用面と

技術面から様々な対策を行っている．しか

しながら，システム障害対策にはシステムの

規模や投資可能なコストなどの課題もあり

十分な対策を行うことが現実的に困難な場

合もある． 

災害やシステム障害が発生した場合に，

システムを有効活用するためには，技術的

な対策のみではなく，運用も含めた障害対

策と業務を継続するための計画が必要と

なっており，事業継続計画（以下 BCP）と呼

ばれる取り組みや策定が，十分とられてい

ないのが現状である． 

BCP 策定が進んでいないのにはいくつ

か要因があると考えられるが，BCP 策定に

はシステム導入状況や規模，医療施設の

医療機能など様々な要因を考慮しなけれ

ばならず，最適な BCP が各施設・各システ

ムごとに異なるためと考えられる． 

本公演では，BCP の基礎的な事項から

BCP を策定するための策定モデルについ

て解説する． 
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第４６回秋季学術大会（仙台） 第 32 回医療情報部会 

シンポジウム「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」 

平成 28 年熊本地震の体験から BCP の必要性 
 

熊本大学医学部附属病院 

池田 龍二 

 
平成 28 年熊本地震（以下，熊本地震と

略す）は，平成 28 年 4 月 14 日熊本県益城

町を震源地とする最大震度 7の前震に続い

て，16 日に再び最大震度 7 の本震が震央

から西北西に約 4．5km で発生した．前震

の発生時刻が 21 時 26 分であり，本震が 01

時 25 分である．震度 7 の地震が立て続け

に 2 回発生したのは観測史上初であり，そ

の後も震度 6 弱以上の地震が７回発生して

いる．また，余震も発生から 15日間で 3,024

回を記録している． 

平成 28 年熊本地震は，年度初めの 4 月

初旬であり，ちょうど第 72 回日本放射線技

術学会総会学術大会期間中の出来事で

あった．震源が内陸であり，震度 7 が 2 回

発生した事で，建物の崩壊やライフラインの

停止など想定外と言われる様々な被害が

発生した． 

 

今回の発表では，はじめに熊本地震の

際の本院での状況を時系列で示す．次に，

“想定もれ”を“想定内”にするために準備

すべき項目に関して熊本地震の経験を元

に紹介する． 

災害時に病院が急性期から機能するた

めには，BCP（事業継続計画）は必要不可

欠である．その中で，放射線部門が機能す

るためには，非常時優先業務の洗い出し，

ボトルネックリソースの抽出，代替策の確認，

BIA（ビジネスインパクト分析）が必要である．

また，システムにおいては，災害復旧計画

の策定が重要であり，RPO（目標復旧時点），

RTO（目標復旧時間）を検討したシステム

構築，運用を行わなければならない．  

 災害に備えた情報と経験の共有が重要

であり，本シンポジウムを通じて，災害に強

い部門システムの構築準備に際して本発

表内がお役に立てれば幸いである． 
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第４６回秋季学術大会（仙台） 第 32 回医療情報部会 

シンポジウム「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」 

大阪府北部地震の体験を通して感じた BCP の必要性 
 

国立循環器病研究センター 

平松 治彦 

 
大阪北部地震は 2018 年 6 月 18 日 7 時

58 分ごろ大阪北部を震源として発生した．

マグニチュード 6.1の地震であった．気象庁

が 1923 年に観測開始して以来，大阪府で

震度６以上の揺れを観測したのは初めてで，

近畿圏における被害地震としては，兵庫県

南部地震（1995 年，マグニチュード 7.3）以

来であった．地震によるライフラインの被害

としては水道系においては一部の地域で

断水などが生じたものの大きな被害は出て

いなかった，電力系統は当日の午前中，ガ

ス系統は地震発生から 6 日後に全地域で

復旧した．本地震による被害は局所的で

あったものの，発生当日の関西全域の交通

網は完全に麻痺している状態であった．医

療機関においてはこの交通網の麻痺により

職員が出勤できない状態が続き，病院の機

能が低下するものと思われたが，病院にた

どり着けない患者も多かったためそれほど

影響は大きくなかった．また，院内ではエレ

ベータが停止してしまい，復旧に要する時

間が長くなり入院患者でさえ検査ができな

いと施設も多かった．このため，予約変更の

手続きが非常に多く，その後の検査予約に

影響を及ぼした．しかしながら，病院情報シ

ステムが障害を起こしたり，停止したりしたと

いう施設はごくわずかであった． 

当院においては震度５強の地震により，

屋上の貯水タンクの破損による浸水被害，

冷房設備の損傷，非常用電源設備の不備

などから病院情報システムおよび情報ネット

ワークシステムに停止や不具合が発生する

などしたことから，特に地震発生から 1，2 日

間に大きな影響があった． 

本講演では，震災発生時に病院情報シ

ステムの停止に伴い実施した対処および平

成 31 年 7 月に予定している全面移転に伴

うシステム構築の構想などについて紹介す

る予定である． 
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第４６回秋季学術大会（仙台） 第 32 回医療情報部会 

シンポジウム「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」 

BCP 策定における勘所 
 

豊橋市民病院 

原瀬 正敏 

 
災害やシステム障害など不測の事態が

発生した際，医療業務を中断させない事業

継続の視点は重要であり，危機発生の際，

重要業務への影響を最小限に抑え，仮に

中断しても可及的速やかに復旧・再開でき

るよう方針や計画などを定めておく BCP 策

定が重要となってきている． 

BCP 策定では，どのような災害や障害を

想定するかが重要であり，基本的な方針を

決定する策定体制の構築が重要である．加

えて，各診療部門においては，通常業務時

間帯と休日夜間時間帯などの人員体制，

優先して復旧させる業務など業務内容の確

認，人員体制や業務内容について判断材

料を準備する必要がある． 

ここで重要なのは，放射線部門のシステ

ム化により業務は大きく変化してきており，

システム障害によるリスク分析と対策につい

て議論や検討をしなければならない．例え

ば，医用画像システム（PACS）の障害によ

る画像参照の代替方法，放射線部門シス

テム（RIS）の障害によるモダリティへの患者

属性直接入力など，システム化された業務

に対して不測の事態に対するマニュアル整

備が必要となることを検討しておく必要があ

る．同時にシステム担当者においては，シ

ステム障害状況の確認方法，システム復旧

優先順位の検討，対象障害システム復旧

手順や代替対策，システム復旧後における

障害時に発生したデータの取扱い対応策

などについても検討する必要がある． 

本講演では，BCP 発動時の行動手順を

示した「行動計画書（アクションプラン）」の

基本的な作成について解説する予定であ

る． 
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第 7４回総会学術大会（横浜）第３１回医療情報部会 

シンポジウム 情報セキュリティ― 今そこにある危機 ― 

放射線部門における情報セキュリティの脅威と不安 

 

福井大学医学部附属病院 

大谷 友梨子 
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第 7４回総会学術大会（横浜）第３１回医療情報部会 

シンポジウム 情報セキュリティ― 今そこにある危機 ― 

医療情報の情報集積型医学研究へのオンライン提供と情報管理 

 

国立循環器病研究センター 

上村 幸司 
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第 7４回総会学術大会（横浜）第３１回医療情報部会 

シンポジウム 情報セキュリティ― 今そこにある危機 ― 

ネットワーク・データセンターのセキュリティ管理 

 

株式会社ＮＯＢＯＲＩ 

藤原 浩太 
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第 7４回総会学術大会（横浜）第３１回医療情報部会 

シンポジウム 情報セキュリティ― 今そこにある危機 ― 

共同研究における医療情報の取り扱いについて 

 

北海道情報大学 医療情報学部 

上杉 正人 
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医療情報部会活動報告 

第 9 回 PACS ベーシックセミナー 
 

広島大学病院 

 相田 雅道 

 

 平成30年6月17日（日曜日）に第9回となるPACS

ベーシックセミナーを岡山大学病院（岡山県岡山

市）にて開催しました．情報管理に関わる基本的な

知識の習得の場として本セミナーを開催しておりま

すが，地域の人材育成としての目的もあり，講師に

地域の担当者を迎え開催しております． 

 

【セミナー概要】 

名称： 第９回PACSベーシックセミナー 

日時： 2018年6月17日10：00～17：00 

会場： 岡山大学病院 

主催： 日本放射線技術学会 教育委員会  

  医療情報部会 中国・四国支部 

後援： 一般社団法人日本医療情報学会  

一般社団法人日本医用画像情報専門技師

共同認定育成機構 

【参加者状況】 

23名 

JSRT会員18名(中・四国12 近畿3 九州２ 中部１) 

医療情報技師取得者12名 

医用画像情報専門技師取得者2名 

 

【プログラム】 

講義１）医療情報って何なのだ？ 

 「知っておきたい基礎知識」  

講師 川眞田 実（医療情報部会委員） 

講義２）画像情報管理とは？  

「知っておきたいPACSの構成とネットワークの知識」 

 講師 日置 一成（広島大学病院） 

講義３）業務に使える標準規格とは？  

「知っておきたいDICOM, PDI, JJ1017」 

講師 増田 弘和（広島大学病院） 

講義４）基礎から学ぶ  

「困ったときの知恵袋，知っておきたいガイドラインの

紹介」  

講師 相田 雅道（医療情報部会委員） 

総括） 

講師 坂本 博（医療情報部会部会長） 

 

【アンケート結果】回答率100％（23/23） 

●参加者状況 
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●講義内容評価 

・医療情報って何なのだ？ 

「知っておきたい基礎知識」 

 

初学者には非常に良かった． 

概観の理解に役立った． 

 

・画像情報管理とは？ 

「知っておきたいPACS の構成とネットワークの基礎」 

 

医療情報に関する知識が無いため専門用語が理解

できず，まだまだ学習が必要と感じた． 

もう少し説明が欲しい． 

専門的だと感じやや難しかった． 

ネットワークシステムは苦手な部分がありましたが要

点をお話頂きである程度理解することができた． 

 

・業務に使える標準規格とは 

「知っておきたいDICOM，PDI，JJ1017」 

 

分かりやすくまとめられており，理解に役立った． 

 

 

・基礎から学ぶ困ったときの知恵袋 

「知っておきたいガイドラインの紹介」 

 

改定内容が分かってよかった． 

説明のスライドがほしかった． 

具体的な事例で構成されており分かりやすかった． 

 

●セミナー全体に対するコメント 

線量管理・RDSR（今後のセミナーの話題として） 

大変勉強になりました 

最新の情報まで聞くことができとても勉強になりまし

た．次期システムの更新等に役立てていきたいです． 

ガイドラインが改定された部分，変更点などについ

て別冊のプリントに頂けると助かります．今回のセミ

ナーの内容を今後に生かしていきたいです． 

総括で最近の話題が聞けたのでよかったです． 

全くの初学者には少しレベルが高いところがあると

思いました． 

線量管理ソフトを導入予定です．最後の総括の話を

詳しく聞きたかった． 

 

【謝辞】 

セミナーの開催にあたり，岩永支部長，田原理事を

はじめ中国・四国支部のスタッフのご支援により無事

に開催することができました．この場をお借りして御

礼申し上げます． 
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Network [編集後記] 

医療情報部会誌 31 号をお届けいたしました． 

冒頭には，恒例となります第 46 回秋季学術大会（仙台）の部会企画の抄録を掲載いたしました．第 32 回医

療情報部会では，「放射線部門システムにおける業務継続計画（BCP）の基礎から策定まで」と題したシンポジ

ウムを開催いたします．近年，各地で災害が発生しており，BCP への関心が高まっています．また，災害拠点

病院では BCP の策定が義務化されました．今回，災害を経験した施設の実体験や，BCP を策定した経験をご

講演いただき，皆様のご施設で BCP を策定する際の参考にしていただきたいと思います． 

また，第74回総会学術大会（横浜）の報告では，「情報セキュリティ－今そこにある危機－」題したシンポジウ

ムのスライドを掲載しております．情報の利活用が広がる中で，どのような脅威が存在するのか，個人情報を外

部へ提供する際の要点など，ご活用いただければ幸いです．（教育講演「サイバー犯罪，サイバー攻撃の現状

と対策について（神奈川県警）」のスライドは演者の意向により掲載を見送りました．ご了承ください．） 

今回も多くの執筆者に支えていただき，会誌を発行する事ができましたことを，この場をお借りして御礼申し

上げます．今後も学術大会やセミナー開催を通して，医療情報分野の最新知見や臨床現場での活用につい

て情報を発信していきます．会員の皆様からもご意見などお寄せください．（編集委員一同） 
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